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堺市立歴史文化にぎわいプラザ リスク分担表（案） 
 

（甲は堺市、乙は指定管理者） 

段

階 
リスク種類 責任の内容 

負担者 

甲 乙 

共

通 

法令等の変更 
乙が行う管理運営業務に影響を及ぼす法令等の変更（他の項目に

記載されているものを除く） 
 ○ 

物価 指定後の物価変動等（急激なインフレ･デフレに伴うコスト増など）  ○ 

資金調達 
資金調達不能による管理運営の中断等  ○ 

金利上昇等による資金調達費用の増加  ○ 

税制変更 

消費税（地方消費税を含む）率の変更 協議事項 

法人税・法人住民税率の変更  ○ 

事業所税率の変更  ○ 

それ以外で管理運営に影響するもの 協議事項 

不可抗力（※１） 

不可抗力による業務変更、中止、延期等 協議事項 

不可抗力による施設利用者に対する救済 協議事項 

不可抗力による施設・設備の復旧費用 ○  

管理運営業務の

中止・延期 

建物所有者の責任によるもの ○  

法令等の変更により甲の施設所有が困難になったことによるもの ○  

乙の破綻、事業放棄等、乙の責任によるもの  ○ 

管理運営内容の

変更 

市の政策による期間中の変更 ○  

指定管理者の発案による期間中の変更  ○ 

管

理

運

営 

申請 申請費用・許認可等の取得費用・業務引継に要する費用など  ○ 

需要変動 当初の需要見込みと異なる状況の発生  ○ 

運営費の膨張 甲以外の要因による運営費の膨張  ○ 

自主事業 自主事業運営に関すること  ○ 

施設等の修繕 

施設等の大規模な改修及び、建築物の躯体部分の補修（※２） ○  

法令等の変更により必要となった改修及び修繕等 ○  

上記以外の補修・修繕の場合  ○ 

債務不履行 
甲の基本協定等の内容の不履行 ○  

乙による業務又は基本協定等の内容の不履行  ○ 

損害賠償 

施設、機器の管理上の不備又は施設管理上の瑕疵による事故  ○ 

乙の責に帰すべき事由以外の事故 ○  

管理上の瑕疵による臨時休館等に伴う利用者等への損害  ○ 

運営リスク 

施設、機器の管理上の不備、施設管理上の瑕疵又は火災等事故

による臨時休館等に伴う運営リスク 
 ○ 

火災等事故（管理上の瑕疵によるものを除く）に伴う運営リスク 協議事項 

要望・苦情 利用者や管理運営上の地域住民からの要望や苦情等への対応 協議事項 

別紙６ 
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※１ 不可抗力への対応 

（１）不可抗力とは、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地すべり、落盤、火災、戦乱、内乱、

テロ、侵略、暴動、感染症など、甲乙のいずれの責めにも帰すことができない自然的

又は人為的な現象をいいます。 

（２）復旧可能な場合、その復旧に要する経費については市と指定管理者が協議を行うこと

とします。 

 

※２ 施設・設備・機器・備品等の損傷リスクへの対応 

（１）施設及び設備が使用に耐えなくなった場合又は損傷した場合で、その修繕が１件あた

りの予定価格で１００万円を超えないものについては、指定管理者の責任と経費負担に

おいて実施することします。 

（２）施設及び設備が使用に耐えなくなった場合又は損傷した場合で、その修繕が１件あた

りの予定価格で１００万円を超えるもの、もしくは施設の躯体にかかるものについては、

市と協議を行うこと。その結果、市が必要と認めるものについては、市の経費負担にお

いて修繕を実施することとします。 

 ※ここでいう躯体とは、柱、耐力壁、スラブ、はり等の骨組みのことをいう。 

（３）施設及び設備が使用に耐えなくなった場合又は損傷した場合で、その原因が指定管理

者の故意又は過失にあると市が認めたときは、指定管理者はその損害の全部又は一部を

賠償することとします。 


